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し
熊
本
県
組
合

に
対
し
６
カ
月

の
減
免
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を

決
め
た
。

　

第
３
号
議
案

・
全
国
社
交
飲

食
業
代
表
者
宮

城
大
会
の
件
は
大
会
宣
言
、
大

会
決
議
、
式
典
次
第
、
大
会
表

彰
者
の
各
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
各
都

道
府
県
組
合
か
ら
の
参
加
状
況

が
報
告
さ
れ
た
（
２
面
に
詳

細
）。

　

大
会
決
議
案
は
「
組
織
拡
大

と
強
化
に
努
め
る
」、「
消
費
拡

大
に
向
け
交
際
費
枠
の
拡
大
を

求
め
る
」
な
ど
７
項
目
か
ら
な

り
、
大
会
宣
言
案
と
共
に
大
会

の
全
体
会
議
に
諮
ら
れ
る
。

　

大
会
表
彰
者
は
、
厚
生
労
働

省
健
康
・
生
活
衛
生
局
長
表
彰

が
９
名
、
全
国
生
活
衛
生
同
業

組
合
中
央
会
理
事
長
感
謝
状
が

20
名
、
全
社
連
会
長
表
彰
が
42

名
と
な
る
。

　

第
４
号
議
案
・
補
助
金
事
業

の
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報

強
化
・
集
客
支
援
」
に
つ
い
て

は
、
柳
本
総
務
部
長
か
ら
都
道

府
県
組
合
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン

　

当
日
は
冒
頭
、
司
会
の
柳
本

真
吾
総
務
部
長
（
徳
島
）
が
出

席
理
事
26
名
、
委
任
状
13
通
で

過
半
数
を
満
た
し
た
と
し
て
理

事
会
の
成
立
を
告
げ
た
。

　

伊
添
一
成
副
会
長
（
沖
縄
）

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
中
島
ヒ

ロ
子
会
長
（
熊
本
）
が
挨
拶
。

７
月
の
熊
本
地
震
に
対
す
る
お

見
舞
い
の
お
礼
や
地
元
の
状
況

報
告
を
述
べ
た
後
、
全
社
連
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
や
組
織
拡
大
と
基

盤
強
化
な
ど
へ
の
協
力
を
呼
び

掛
け
「
本
日
の
理
事
会
を
実
り

あ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

中
島
会
長
を
議
長
と
し
て
審

議
に
入
り
、
先
ず
第
１
号
議
案

・
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
は

安
宅
修
治
副
会
長
（
北
海
道
）

と
杉
元
美
智
代
理
事
（
福
岡
）

が
選
任
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
・
自
然
災
害
に

伴
う
会
費
賦
課
額
変
更
の
件
は

伊
添
副
会
長
と
佐
藤
孝
一
経
理

部
長
（
山
形
）
が
説
明
。
自
然

災
害
発
生
時
に
お
け
る
、
都
道

府
県
組
合
に
対
す
る
賦
課
金
の

減
免
案
と
７
月
28
日
の
熊
本
地

震
で
打
撃
を
受
け
た
熊
本
県
組

　

全
社
連
、
全
飲
連
（
全
国
飲

食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
）、
カ
ラ
オ
ケ
使
用
者
連
盟

の
３
団
体
で
組
織
化
し
て
い
る

カ
ラ
オ
ケ
利
用
団
体
協
議
会

（
略
称
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｃ
）
の
令
和
８

年
度
総
会
が
７
月
23
日
、
都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
社

連
か
ら
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
、
町

田
宏
之
副
会
長
、
柳
本
真
吾
総

務
部
長
が
出
席
し
た
。

　

議
案
の
う
ち
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
梶
喜
代
三

郎
会
長
（
カ
ラ
オ
ケ
使
用
者
連

盟
代
表
理
事
）
の
後
を
引
き
継

ぐ
新
会
長
に
全
社
連
の
中
島
会

長
が
選
任
さ
れ
た
。
全
社
連
か

ら
の
会
長
選
出
は
初
め
て
。
ま

た
全
社
連
の
町
田
副
会
長
は
理

事
に
再
任
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
７
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
、
８
年
度

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
文
化
庁
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
（
日
本
音
楽

著
作
権
協
会
）
な
ど
か
ら
の

来
賓
を
交
え
て
懇
親
会
を
開

催
。
次
期
会
長
の
中
島
氏
も

挨
拶
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

折
し
も
カ
ラ
オ
ケ
を
巡
っ

て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
著

作
権
使
用
料
の
値
上
げ
を
検

討
し
て
い
る
と
さ
れ
、
Ｋ
Ｕ

Ｇ
Ｃ
は
中
島
新
会
長
の
陣
頭

指
揮
の
下
、
社
交
飲
食
業
に

関
わ
る
利
用
者
代
表
と
し

て
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
に

あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

合
に
対
す
る
対
応
を
審
議
し

た
。
既
に
６
月
の
総
会
で
可
決

さ
れ
た
「
賦
課
金
及
び
徴
収
方

法
」
の
規
定
に
は
「
災
害
そ
の

他
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時

は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
（
賦

課
金
の
）
猶
予
ま
た
は
減
免
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

る
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
期
間

等
の
定
め
は
な
い
た
め
協
議
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
特
定
の

都
道
府
県
組
合
へ
の
減
免
を
行

う
場
合
は
、
被
災
地
の
状
況
や

組
合
員
へ
の
影
響
に
応
じ
て
１

カ
月
か
ら
６
カ
月
の
範
囲
で
行

う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

そ
の
上
で
今
回
の
熊
本
地
震

で
は
、
被
害
の
大
き
さ
を
考
慮

ト
開
設
状
況
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
理
事
会
前
に
都
道
府
県
組

合
へ
の
サ
ポ
ー
ト
訪
問
状
況
な

ど
が
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
代
表
か

ら
説
明
さ
れ
た
（
３
面
に
関
連

記
事
）。

　

第
５
号
議
案
は
補
助
金
事
業

の
「
組
織
拡
大
・
基
盤
強
化
研

修
会
」
に
つ
い
て
審
議
。
11
月

16
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

に
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
開

催
す
る
研
修
会
の
受
講
者
推
薦

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
各
都
道

府
県
組
合
へ
の
募
集
予
定
人
数

を
「
１
組
合
２
名
程
度
」、
受

講
対
象
者
を
「
理
事
長
及
び
役

員
候
補
１
名
」
と
し
て
、
各
組

合
に
推
薦
を
依
頼
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

議
案
の
審
議

終
了
後
、
そ
の

他
報
告
事
項
は

▽
旅
費
規
定
改

定
（
案
）
▽
令

和
８
年
度
賦
課

金
の
納
付
状
況

▽
生
活
衛
生
功

労
者
表
彰
▽
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の

著
作
権
使
用
料

▽
次
回
理
事
会
日
程
︱
の
５
項

目
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
生
活
衛
生
功
労
者

表
彰
の
件
は
10
月
23
日
（
金
）

に
東
京
で
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
全
社
連
推
薦
分
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
１
名
、
中

央
会
理
事
長
表
彰
４
名
の
受
賞

予
定
者
が
報
告
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
著
作
権
使

用
料
に
つ
い
て
は
町
田
宏
之
副

会
長
（
新
潟
）
が
説
明
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
の
著

作
権
使
用
料
の
改
定
（
値
上

げ
）
案
に
つ
い
て
交
渉
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
全
飲
連
（
全
国

飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
）、
カ
ラ
オ
ケ
使
用
者
連

盟
と
共
に
交
渉
に
応
じ
る
方
針

で
あ
る
こ
と
と
、
文
化
庁
に
こ

の
問
題
で
陳
情
を
行
う
予
定
で

あ
る
旨
、
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
次
回
の
第
３
回
理

事
会
は
、
令
和
９
年
３
月
15
日

（
月
）
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
福
長
德
治
副
会

長
（
大
阪
）
の
閉
会
の
挨
拶
で

第
２
回
理
事
会
が
閉
会
し
た
。

11月は生活衛生同業組合
� 活動推進月間です
社交飲食業生活衛生同業
組合への加入促進活動を

お願いします

災害に災害に
伴 う伴 う 賦課金の減免など５議案審議賦課金の減免など５議案審議

令和８年度第２回理事会開催令和８年度第２回理事会開催

熊
本
県
組
合
は
６
カ
月
の
減
免
に

宮
城
大
会

宣
言
案
や
決
議
案
な　

　
ど
決
定

Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
は
進
捗
状
況
説
明

報告事項は５件
ＪＡＳＲＡＣの件など

全社連
会 長 中島氏が新会長に
カラオケ利用団体協議会カラオケ利用団体協議会

全
飲
連
、カ
ラ
オ
ケ
使
用
者
連
盟
と
組
織
化

全
社
連
か
ら
の
会
長
就　
　

任

は
初

ＫＵＧＣ総会の懇親会で挨拶する中島ヒロ子氏

９月15日に東京で開催された第２回理事会

　

全
社
連
（
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
）
の
令
和
８
年
度
第
２
回

理
事
会
が
９
月
15
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
東
京
の
全
国

生
衛
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
自
然
災
害
に
伴
う
会

費
賦
課
額
変
更
の
件
、
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
第
50
回

全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
宮
城
大
会
の
件
、
厚
生
労
働
省

の
補
助
金
を
利
用
す
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
強
化

・
集
客
支
援
事
業
」
及
び
組
織
拡
大
・
基
盤
強
化
研
修
会

な
ど
５
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。



（2）令和８年10月5日（月曜日）全社連ニュース第１89号

（開催日）令和8年10月26日(月)

全国社交飲食業代表者宮城大会・式次第

� 式典・大会＝東京エレクトロンホール宮城
� 司会：柳本真吾総務部長ほか
■都道府県組合旗入場・・・北海道より順次
■開会の言葉・・・・伊添一成副会長（沖縄県）
■国歌斉唱				  
■物故者黙祷
■大会委員長挨拶・・高橋隆幸委員長（宮城県）
■大会会長挨拶・・・中島ヒロ子会長（熊本県）
■宮城県歓迎のご挨拶・宮城県知事・村井嘉浩様
　　　　　　　　　　　仙台市長・・郡　和子様
■功労者への表彰状授与及び感謝状贈呈
　①厚生労働省健康・生活衛生局長表彰
　②全国生活衛生同業組合中央会理事長感謝状
　③全国社交飲食業生活衛生同業組合連合会会長表彰
　④前回開催地組合に対する感謝状の贈呈
　　　　福岡県組合・・・杉元美智代理事長
■全体会議
　（1）�議長団選任…佐々木克巳副会長（広島県）、町田

宏之副会長（新潟県）、安宅修治副会長（北海道）
　（2）大会宣言採択　宣言文朗読…宮城県副理事長
　（3）大会スローガン朗読……宮城県副理事長
　（4）大会スローガン（大会決議）採択
■来賓祝辞　　　　　　　　　　　
■来賓紹介
■次回開催地発表《大会旗の引き渡し》
■閉会の言葉・・・福長德治副会長（大阪府）

（ＴＥＬ）

酒類メーカー アサヒビール株式会社 03-5608-5158

カラオケ機器 株式会社エクシング 03-6848-8183

酒類メーカー サントリー株式会社 03-5579-1000

たばこ事業 日本たばこ産業株式会社 03-6636-2914

カラオケ機器 株式会社第一興商 03-3280-2151

電力・ガス 株式会社ﾐﾂｳﾛｺｳﾞｪｯｾﾙ 03-3275-6316

酒類メーカー キリンビール株式会社 03-5641-2270

全
社
連
賛
助
会
員

（企業名）

９月14日に開催された正副会長会議

全社連理事会で
説明する宮城の
高橋隆幸理事長

　

各
都
道
府
県
か
ら
の
参
加
申

込
者
数
は
９
月
14
日
現
在
の
も

の
で
、
宮
城
や
回
答
を
保
留
し

て
い
る
一
部
の
県
を
除
い
た
も

の
。
宮
城
県
の
高
橋
理
事
長
が

全
社
連
理
事
会
で
報
告
し
「
多

数
の
ご
登
録
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

式
典
の
来
賓
参
加
者
は
同
日

時
点
で
33
名
を
予
定
。
懇
親
会

は
総
勢
８
０
０
人
近
い
人
数
に

な
る
見
通
し
と
い
う
。

　

作
成
中
の
記
念
誌
に
つ
い
て

は
広
告
が
目
標
額
を
２
割
強
超

え
た
こ
と
も
報
告
。「
式
典
部

会
、
懇
親
会
部
会
も
会
議
を
重

ね
内
容
を
詰
め
て
い
る
段
階
で

す
。
何
と
か
32
年
ぶ
り
の
宮
城

大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
10
月
25
、
26
日
の
組
合

加
盟
営
業
店
を
掲
載
し
た
ナ
イ

ト
マ
ッ
プ
も
作
成
中
で
「
完
成

後
、
各
都
道
府
県
組
合
に
送
る

予
定
で
す
。
大
会
前
日
か
ら
国

分
町
（
仙
台
市
の
繁
華
街
）
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

▼
東
北
開
催
は
８
年
ぶ
り

　

東
北
地
方
で
の
全
国
大
会
開

催
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年

の
福
島
大
会
以
来
８
年
ぶ
り
、

宮
城
県
で
は
平
成
６
（
１
９
９

４
）
年
の
第
20
回
大
会
以
来
、

32
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
る
。

　

今
大
会
は
式
典
が
10
月
26
日

（
月
）
午
後
２
時
30
分
か
ら
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

（
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
）
で

開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の
表
彰

や
全
体
会
議
が
行
わ
れ
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

懇
親
会
は
午
後
６
時
か
ら
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
仙
台
市

青
葉
区
本
町
）
で
開
催
さ
れ
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
全
社
連
傘

下
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
に
よ
る

全
社
連
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
が
行

わ
れ
る
。

　

大
会
会
場
と
懇
親
会
会
場
は

徒
歩
圏
内
に
あ
る
。

　

全
社
連
の
令
和
８
年
度
第
3

回
正
副
会
長
会
議
が
９
月
14
日

に
全
国
生
衛
会
館
で
開
催
さ

れ
、
正
副
会
長
と
総
務
部
長
、

経
理
部
長
な
ど
が
出
席
。
中
島

ヒ
ロ
子
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

話
し
合
い
に
入
っ
た
。

　

翌
日
の
令
和
８
年
度
第
２
回

理
事
会
に
向
け
た
議
案
を
協
議

し
計
５
議
案
の
上
程
を
決
め
る

と
共
に
、
宮
城
大
会
の
参
加
申

し
込
み
状
況
、
生
活
衛
生
功
労

者
表
彰
の
全
社
連
推
薦
に
よ
る

受
賞
予
定
者
な
ど
の
情
報
を
共

有
し
た
。

　

理
事
会
に
上
程
す
る
議
案
の

う
ち
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

組
合
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

熊
本
地
震
の
被
災
地
と
な
っ
た

熊
本
県
組
合
を
念
頭
に
対
応
を

協
議
。
全
国
の
組
合
に
呼
び
掛

け
て
義
援
金
を
集
め
る
よ
う
な

形
で
は
な
く
賦
課
金
の
減
免
を

提
案
す
る
こ
と
と
し
、
同
様
の

ケ
ー
ス
に
お
け
る
賦
課
金
の
減

免
期
間
等
に
つ
い
て
も
話
し
合

っ
た
。
そ
の
他
、
旅
費
規
程
の

改
定
の
件
も
協
議
し
、
翌
日
の

理
事
会
の
中
で
報
告
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

当
日
は
会
議
後
、
令
和
８
年

度
第
２
回
生
活
衛
生
関
係
営
業

対
策
事
業
検
討
会
も
開
催
さ
れ

た
。
11
月
16
日
〜
17
日
に
、
東

京
で
開
催
す
る
組
織
拡
大
・
基

盤
強
化
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
組
合
ご
と
の
募
集
予

定
人
数
や
、
受
講
対
象
者
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

上
大
会
会
場
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
下
懇
親
会

会
場
の
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
）

全
国
か　
　
ら
700
人
が
参
加
登
録
９
月
中
旬

時　
　

点

10
月
26
日 

開

催

社
交
飲
食
業

社
交
飲
食
業

代

表

者

代

表

者

宮
城
大
会

宮
城
大
会  

成
功
へ
一
丸

成
功
へ
一
丸

　

第
50
回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
宮
城
大
会
の
開
催
が
10
月
26
日
（
月
）
に
迫
っ
て
き

た
。
大
会
は
全
社
連
（
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
＝
大
会
会
長
）
が
主
催
、
宮
城
県
社
交
飲
食
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
（
高
橋
隆
幸
理
事
長
＝
大
会
委
員
長
）
が
主
管
す
る
。
９
月
15
日
に
開
催

さ
れ
た
全
社
連
理
事
会
で
は
大
会
宣
言
案
や
決
議
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と
共
に
、
全
国
の

組
合
か
ら
の
参
加
申
し
込
み
が
約
７
０
０
人
に
上
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

熊
本
、
東
京
、
石
川
、
福

井
、
福
島
、
長
崎
、
高
知
、

福
岡
、
今
年
の
宮
城
が
２
回

開
催
県
と
な
っ
て
い
る
。

▼
唯
一
の
屋
外
開
催
は
三
重

の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
。
最
初

の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
新
潟

　

50
回
の
歴
史
の
中
で
は
、

続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

回
数
を
重
ね
複
数
の
開
催

実
績
を
も
つ
県
も
増
え
つ
つ

あ
り
、
最
多
の
４
回
を
数
え

る
北
海
道
（
札
幌
３
回
、
旭

川
１
回
）
を
筆
頭
に
沖
縄
、

広
島
が
３
回
で
続
き
大
阪
、

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
定
着

し
た
全
社
連
カ
ラ
オ
ケ
選
手

権
は
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
の
新
潟
大
会
で
初
め
て
行

わ
れ
、
優
勝
者
に
は
ラ
ス
ベ

ガ
ス
ペ
ア
旅
行
券
が
贈
ら
れ

た
（
現
在
は
賞
金
）。

　

大
会
は
全

国
各
地
の
社

交
飲
食
業
組

合
員
な
ど
が

一
堂
に
会
し

交
流
を
深
め

る
と
共
に
、

業
界
の
課
題

解
決
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル

を
行
う
重
要

な
場
と
し
て

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ

た
２
０
０
５

（
平
成
17
）
年

の
三
重
大
会
が

唯
一
の
屋
外
開

催
と
し
て
記
録

さ
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
ス
タ

ン
ド
に
陣
取
っ

た
。

　

ま
た
懇
親
会

全国社交飲食業代表者大会

最多開催は北海道の４回

　

全
社
連
の
全
国
社
交
飲
食

業
代
表
者
大
会
は
第
１
回
大

会
を
１
９
７
３
（
昭
和
48
）

年
に
群
馬
県
で
開
催
し
て
か

ら
回
数
を
重
ね
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
２
年
中
断
も
あ
っ
た

が
、
今
年
の
宮
城
大
会
で
50

回
目
の
節
目
を
迎
え
る
。

理
事
会
の
上
程
議
案
な
ど
協
講

第
3
回

正
副
会
長
会
議
を
開
催

宮城大会決議（案）
我々全国の社交飲食業者は、大会宣言の趣旨に
則り、参加者全員の総意を結集し、次に掲げる
スローガンの早期実現に向けて邁進する。

1．組織拡大と強化に努める
1．消費拡大に向け交際費枠の拡大を求める
1．�消費税減税ならびに免税枠の引き上げを求

める
1．�安心安全な繁華街を目指し反社会的勢力の

排除に努める
1．�顧客との信頼関係を構築する明確な料金表

示を徹底する
1．納税のための公庫融資の確保を求める
1．全国の生衛組合活動推進月間強化に努める

今年で50回の節目今年で50回の節目

〒107-0052 東京都港区赤坂1-8-1 赤坂インターシティAIR 22階　TEL(03)6842-8001（代表）



（3） 令和８年10月5日（月曜日） 全社連ニュース 第１89号

い
た
が
、
年
々
減
少
し
今
年
度

の
全
社
連
登
録
人
数
は
約
70

人
。
近
年
は
支
部
長
の
高
齢
化

な
ど
で
解
散
す
る
支
部
が
増
え

た
こ
と
が
響
い
て
お
り
、
現
在

は
横
浜
市
の
３
支
部
と
茅
ヶ
崎

支
部
の
計
４
支

部
で
活
動
。
財

政
状
況
を
考
慮

し
今
年
は
支
部

へ
の
賦
課
金
の

値
上
げ
に
も
踏

み
切
っ
た
。

　

鈴
木
理
事
長

は
組
合
の
加
入

意
義
に
つ
い
て

「
県
に
承
認
さ

れ
て
い
る
団
体

に
入
り
衛
生
管

理
の
推
進
や
明

朗
会
計
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と

で
得
ら
れ
る

　

全
社
連
が
今
年
度
、
厚
生
労
働
省
補
助
金
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
（
令
和
７
年

度
補
正
予
算
分
）
と
し
て
実
施
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
（
リ
ン
ク

38
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
７
月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
全
社
連
傘
下
の
都
道
府
県
組
合
へ
の

訪
問
サ
ポ
ー
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
、
動
画
投
稿
が
順
次
、
行
わ
れ
て
い
る
。
７

月
末
以
降
、
事
業
の
特
設
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
サ
ポ
ー
ト
窓
口
も
開
設
さ
れ
た
。

　

９
月
の
全
社
連
理
事
会
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
の
説
明

で
は
、
各
県
へ
の
訪
問
サ
ポ
ー

ト
は
７
月
17
日
の
福
岡
県
を
皮

切
り
に
九
州
、
沖
縄
、
中
四

国
、
中
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

各
県
で
行
わ
れ
、
９
月
15
日
ま

で
に
23
府
県
を
訪
問
。
10
月
上

旬
ま
で
に
全
都
道
府
県
の
訪
問

を
終
え
る
予
定
と
い
う
。

　

訪
問
し
た
県
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア

カ
ウ
ン
ト
（
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
＝

テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
＝
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
）
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

設
定
、
事
業
概
要
の
説
明
、
動

画
の
撮
影
・
編
集
・
投
稿
方
法

な
ど
が
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
各
県
の
代
表
的
な
繁
華
街
等

の
街
並
み
や
一
部
店
舗
の
動
画

撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

動
画
は
事
業
者
が
数
分
に
編

集
し
音
楽
な
ど
を
添
え
て
作

成
。
８
月
後
半
か
ら
サ
ポ
ー
ト

訪
問
を
終
え
た
組
合
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
カ
ウ
ン
ト
よ
り
順
次
、
投
稿

さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
人
も
ス

マ
ホ
な
ど
で
閲
覧
可
能
。

　

９
月
の
理
事
会
で
は
Ｔ
ｉ
ｋ

Ｔ
ｏ
ｋ
か
ら
の
総
投
稿
数
40
に

対
し
、
総
閲
覧
数
が
５
万
１
８

８
４
件
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
５

９
９
件
、「
い
い
ね
」
の
数
が

１
０
１
６
件
に
上
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

事
業
者
に
よ
る
動
画
投
稿
が

終
わ
っ
た
組
合
は
順
次
、
自
主

的
な
運
用
に
移
行
す
る
予
定
。

９
月
の
理
事
会
で
柳
本
総
務
部

長
は
「
各
県
の
投
稿
本
数
や
内

容
の
充
実
な
ど
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

７
月
30
日
に
は
リ
ン
ク
38
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
設
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
開
設
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
や
運
用

方
針
の
案
内
に
加
え
、
全
国
38

組
合
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
全
国
38
組
合
ポ
ー
タ
ル
」
を

掲
載
し
て
い
る
。
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
を
選
択
す
る
と
、
各
組
合
の

公
式
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
全

社
連
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
紹

介
し
て
い
る
。

　
▼
サ
ポ
ー
ト
窓
口
開
設

　

８
月
１
日
に
は
各
都
道
県
組

合
の
担
当
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
応
じ
る
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を

開
設
し
た
。
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
の
設
定
、
動
画
・
写
真

撮
影
、
投
稿
方
法
の
説
明
な
ど

く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
２

支
部
の
大
半
の
組
合
員
は
営
業

を
再
開
で
き
て
い
な
い
は
ず
。

住
ま
い
の
確
保
な
ど
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人
も

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

中
島
理
事
長
は
地
震
後
、
熊

本
県
に
組
合
員
へ
の
支
援
策
を

要
望
。
日
本
公
庫
の
地
元
支
店

に
も
相
談
窓
口
の
開
設
等
を
求

め
た
。
公
庫
が
県
内
の
特
定
地

域
の
被
災
事
業
者
を
対
象
に
特

別
措
置
を
講
じ
て
い
る
災
害
復

旧
貸
付
は
熊
本
県
組
合
で
も
利

用
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

▼
熊
本
市
内
の
店
で
も
被
害

　

熊
本
県
組
合
の
事
務
局
に
は

熊
本
市
の
組
合
員
か
ら
の
被
害

も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
30
本
以

上
の
ボ
ト
ル
が
割
れ
た
店
も
あ

っ
た
と
い
う
。
店
内
の
後
片
づ

け
に
加
え
地
震
で
停
止
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
復
旧
に
１
週
間

近
く
を
要
し
た
ビ
ル
も
あ
り
休

業
が
長
引
い
た
店
も
あ
っ
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。
組
合
事
務
所

で
は
地
震
で
棚
の
書
類
が
散

乱
。
倒
れ
た
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
が

故
障
し
使
用
不
能
に
な
っ
た
。

　

ま
た
熊
本
市
の
夜
の
繁
華
街

は
、
地
震
の
風
評
被
害
に
よ
る

観
光
客
の
激
減
と
自
粛
ム
ー
ド

で
閑
散
と
し
て
い
る
と
い
う
。

　

▼
宮
城
大
会
に
は
約
40
人
で

参
加
へ

　

中
島
理
事
長
は
９
月
15
日
に

開
か
れ
た
全
社
連
理
事
会
の
冒

頭
挨
拶
で
、「
熊
本
地
震
で
は

皆
様
に
ご
心
配
と
お
見
舞
い
を

頂
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
現
在
、
復

旧
・
復
興
に
至
っ
て
お
ら
ず
、

お
店
も
何
割
か
再
開
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
一
生
懸
命
、
皆
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

10
月
26
日
の
全
国
社
交
飲
食
業

代
表
者
宮
城
大
会
に
は
約
40
人

で
参
加
予
定
と
い
う
。

　

神
奈
川
県
組
合
は
１
月
に

30
年
以
上
、
理
事
長
を
務
め

て
き
た
平
山
正
晴
氏
が
逝

去
。
４
月
の
総
会
で
鈴
木
忠

良
氏
（
81
歳
、
前
理
事
長
代

行
）
が
新
理
事
長
に
選
任
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
氏
が
全
社

連
理
事
に
選
任
さ
れ
た
際
に

は
「
神
奈
川
は
こ
の
３
年
で

支
部
が
５
カ
所
解
散
し
今
は

ど
ん
底
の
状
態
で
す
が
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
ま
し

た
。
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年

度
は
約
２
５
０
人
の
会
員
が

『
信
用
』
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
こ
う
し
た
不
安
定
な

時
代
は
、
な
お
さ
ら
組
合
が
必

要
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。
組

織
基
盤
の
立
て
直
し
を
図
り
な

が
ら
、
既
存
会
員
か
ら
の
紹
介

を
軸
に
新
規
会
員
を
増
や
し
て

い
く
考
え
だ
。

　

横
浜
の
夜
の
繁
華
街
は
官
庁

街
で
も
あ
る
関
内
エ
リ
ア
な
ど

で
景
気
回
復
が
遅
れ
て
い
る
一

方
、「
野
毛
は
人
気
で
土
日
は

お
客
さ
ん
が
道
路
に
は
み
出
し

て
い
る
程
で
す
。
経
営
者
も
若

い
人
が
多
く
（
加
入
促
進
で
）

取
り
込
み
の
余
地
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

一
方
、
対
策
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
の
が
繫
華
街
エ
リ
ア
で

の
客
引
き
。「
夜
、
街
角
に
立

つ
客
引
き
が
減
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
だ
と
街
の
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
一
方
で
す
。
店
の
前
以
外
に

立
つ
の
は
ダ
メ
に
な
る
よ
う
規

制
を
強
め
、
遅
い
時
間
帯
の
巡

回
活
動
を
強
化
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
訴
え
て
い
る
。

が
い
る
と
い
う
。

　

８
月
末
に
熊
本
県
の
中
島
ヒ

ロ
子
理
事
長
（
全
社
連
会
長
）

に
聞
く
と
「
10
年
前
の
熊
本
地

震
で
は
熊
本
市
内
が
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
だ
っ
た
が
、
今
回
は
宇
城

と
八
代
が
特
に
ひ
ど

い
。
私
は
地
震
の
３
日

後
、
自
宅
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
な
ど
を
組
合
員

に
届
け
る
た
め
車
が
通

れ
る
宇
城
に
行
っ
た
が

（
家
屋
だ
け
で
な
く
）

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
損
壊

し
天
上
や
壁
が
抜
け
落

ち
て
い
る
の
を
見
た
。

（
地
震
か
ら
１
カ
月
近

く
た
ち
）
水
は
よ
う
や

　

７
月
28
日
に
熊
本
県
で
大
地

震
が
発
生
。
住
宅
だ
け
で
４
万

棟
以
上
が
損
壊
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
が
出
た
。
最
大
震
度
７

が
観
測
さ
れ
た
宇
城
市
、
隣
接

の
八
代
市
に
は
熊
本
県
組
合
の

支
部
が
あ
り
、
両
支
部
を
中
心

に
県
内
全
域
の
組
合
員
に
悪
影

響
が
及
ん
で
い
る
。

　

熊
本
県
組
合
に
よ
る
と
、
八

代
支
部
に
は
１
０
０
人
強
、
宇

城
支
部
に
は
50
人
強
の
組
合
員

�
神
奈
川
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に
フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

ＳＮＳ事業の周知ポスター

宮城県組合でのサポートの様子（同組合提供）鈴木理事長

特設サイトの
ＱＲコード

ボ
ト
ル
や
グ
ラ
ス
が
散
乱
し
た
店
の
厨
房
内
（
熊
本
県
組
合
提
供
）

全社連

各
県
へ
の
訪
問
サ
ポ
ー
ト
が
終
盤

動
画
の
投
稿
も
順
次
、進
む

シ
ョ

ー
ト

ホームページやサポート窓口開設ホームページやサポート窓口開設

組織基盤の再建・強化へ新理事長
の も と
加入促進は信用面の利点アピール

宇
城
、八
代
支
部
の
被
害
が
深
刻

熊本地震

熊
本
の
組
合
員
に
打
撃

熊
本
の
組
合
員
に
打
撃

に
関
す
る
質
問
、
動
画
編
集
の

サ
ポ
ー
ト
に
メ
ー
ル
な
ど
で
応

じ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
窓
口
は

11
月
30
日
ま
で
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
が
、
９
月
の
全
社
連
理

事
会
で
の
質
疑
で
は
複
数
の
理

事
か
ら
対
応
期
間
の
延
長
を
望

む
声
が
上
が
り
、
柳
本
総
務
部

長
は
「
で
き
る
限
り
延
ば
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
し
た
。

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

　

８
月
７
日　

全
国
中
央
会
中

小
企
業
退
職
金
制
度
説
明
会
。

岩
瀬
事
務
局
長
。

　

８
月
25
日　

全
国
社
交
飲
食

業
代
表
者
大
会
宮
城
会
場
指

導
。
町
田
副
会
長
。

　

９
月
３
日　

全
国
中
央
会
・

財
務
省
と
の
消
費
税
減
税
意
見

交
換
会
。
岩
瀬
事
務
局
長
。

　

９
月
14
日　

第
３
回
正
副
会

長
会
議
。
正
副
会
長
、
総
務
部

長
、
経
理
部
長
▽
第
２
回
生
活

衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
検
討

会
。
出
席
者
前
同
。

　

９
月
15
日　

第
２
回
理
事
会

（
１
面
記
事
参
照
）。
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飲
食
の
顧
客
離
れ
や
売
上
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
の
大
綱
に
は
外
食
事
業

者
な
ど
を
支
援
す
る
方
針
も
盛

り
込
ま
れ
、「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等

の
多
角
化
の
支
援
を
講
ず
る
な

ど
、外
食
と
中
食
・
内
食
の
税
率

差
に
よ
る
影
響
の
及
ぶ
業
態
な

ど
を
見
極
め
た
上
で
的
確
な
支

援
を
講
ず
る
」と
記
載
さ
れ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
提
供
が
主
の
社
交

飲
食
業
に
と
っ
て
も
実
効
性
の

あ
る
支
援
策
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
飲
食
業
界
で
は

「
外
食
に
つ
い
て
も
消
費
税
率

を
１
％
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
根
強
い
。
さ
ら
に
「
税
率

１
％
が
難
し
い
場
合
は
外
食
業

に
対
す
る
給
付
金
や
外
食
の
需

要
喚
起
策
に
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム

チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
、
交
際
費
課

税
か
ら
除
外
さ
れ
る
飲
食
費
の

損
金
算
入
枠
を
拡
大
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
、
社
交
飲
食
業
等
の
関
係
者

か
ら
は
「
支
援
策
を
講
じ
る
際

は
風
営
法
の
許
可
を
得
て
適
正

・
健
全
に
営
業
し
て
い
る
店
舗

を
除
外
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と

の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

施
。
減
税
終
了
後
の
２
０
２
９

年
（
令
和
11
年
）
４
月
か
ら
本

格
導
入
す
る
。

　

10
月
上
旬
に
も
召
集
さ
れ
る

臨
時
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出

し
、
成
立
を
目
指
す
。
減
税
が

実
現
す
れ
ば
、
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
の
消
費
税
導
入

以
来
初
め
て
と
な
る
（
以
上
は

時
事
通
信
の
記
事
の
要
約
で

す
）。

　

食
料
品
の
消
費
税
は
２
０
２

９
年
４
月
に
元
の
税
率
８
％
に

戻
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ま
で
外
食
の
消
費
税
は

現
状
の
10
％
が
維
持
さ
れ
る
方

針
の
た
め
、
減
税
対
象
と
な
る

食
料
品
と
の
税
率
差
は
現
在
の

２
％
か
ら
９
％
に
拡
大
す
る
。

こ
の
た
め
飲
食
業
界
で
は
店
内

　

改
定
後
の
都
道
府
県
別
の
最

高
額
は
東
京
都
の
１
２
８
０

円
、
最
低
額
は
宮
崎
県
の
１
０

８
５
円
と
な
っ
た
。

　

引
上
額
は
47
都
道
府
県
で
54

円
か
ら
65
円
。
こ
の
う
ち
60
円

以
上
の
引
き
上
げ
は
14
県
（
青

森
、
宮
城
、
山
形
、
福
島
、
茨

城
、
山
梨
、
鳥
取
、

愛
媛
、
高
知
、
佐

賀
、
大
分
、
宮
崎
、

鹿
児
島
、
沖
縄
）
に

上
り
、
引
上
額
１
位
は
佐
賀
県

（
65
円
増
の
１
０
９
５
円
）、

２
位
が
鹿
児
島
県
（
64
円
増
の

１
０
９
０
円
）、
３
位
が
高
知

県
・
沖
縄
県
（
63
円
増
の
１
０

８
６
円
）
だ
っ
た
。

　

答
申
さ
れ
た
改
定
額
は
、
労

働
者
や
使
用
者
か
ら
の
異
議
申

出
の
手
続
き
な
ど
を
経
た
上

で
、
各
都
道
府
県
労
働
局
長
に

よ
っ
て
正
式
に
決
定
さ
れ
る
。

新
た
な
最
低
賃
金
は
今
年
10
月

１
日
か
ら
12
月
２
日
に
か
け
て

各
地
域
で
順
次
発
効
・
適
用
さ

れ
る
予
定
。

　

前
年
度
は
大
幅
な
引
き
上
げ

に
対
応
す
る
企
業
の
準
備
期
間

を
確
保
す
る
た
め
11
月
以
降
の

適
用
が
27
府
県
に
上
っ
た
が
、

今
年
度
は
37
都
道
府
県
が
10
月

中
か
ら
適
用
し
例
年
並
み
に
戻

る
見
通
し
だ
。
一
方
、
山
梨
、

京
都
、
徳
島
、
愛
媛
、
長
崎
、

大
分
な
ど
７
府
県
は
11
月
中
、

岩
手
、
熊
本
、
沖
縄
の
３
県
は

12
月
中
か
ら
と
な
る
予
定
。

　

政
府
は
９
月
15
日
の
臨
時
閣

議
で
、
食
料
品
の
消
費
税
減
税

と
所
得
に
連
動
し
た
給
付
に
関

す
る
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
し

た
。
来
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

税
率
を
現
行
の
８
％
か
ら
１
％

に
引
き
下
げ
、
残
る
１
％
相
当

分
で
中
低
所
得
の
勤
労
者
を
対

象
と
し
た
給
付
制
度
を
先
行
実

　

厚
生
労
働
省
は
労

働
者
災
害
補
償
保
険

の
適
用
事
業
主
で
あ

る
中
小
企
業
（
個
人

経
営
含
む
）
向
け
に

「
令
和
８
年
度
受
動

喫
煙
防
止
対
策
助
成

金
」
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
。
既
存

特
定
飲
食
提
供
施
設

に
該
当
す
る
料
理

店
、
飲
食
店
等
を
営
む
事
業
者

が
、
喫
煙
専
用
室
又
は
指
定
た

ば
こ
（
加
熱
式
た
ば
こ
）
専
用

喫
煙
室
を
設
置
・
改
修
す
る
場

合
に
経
費
の
一
部
が
助
成
対
象

と
な
る
。

　

既
存
特
定
飲
食
提
供
施
設
と

は
健
康
増
進
法
に
規
定
さ
れ
、

個
人
や
中
小
企
業
が
営
み
令
和

２
年
４
月
１
日
時
点
で
営
業
し

て
い
る
客
席
面
積
１
０
０
平
方

　

厚
生
労
働
省
の
専
門
委
員
会

は
７
月
16
日
、
見
直
し
を
検
討

し
て
き
た
受
動
喫
煙
対
策
を
大

筋
で
取
り
ま
と
め
た
。
喫
煙
を

主
目
的
と
し
た
バ
ー
な
ど
「
喫

煙
目
的
施
設
」
に
つ
い
て
は
、

省
令
を
改
正
し
、
届
け
出
制
と

す
る
方
針
を
示
し
た
。
一
方
、

加
熱
式
た
ば
こ
へ
の
規
制
強
化

は
、
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て

科
学
的
知
見
が
十
分
に
蓄
積
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
送

り
、
食
事
な
ど
が
で
き
る
「
加

熱
式
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
」
の

設
置
が
経
過
措
置
と
し
て
継
続

さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

飲
食
店
な
ど
を
原
則
屋
内
禁

煙
と
し
た
改
正
健
康
増
進
法
は

令
和
２
年
４
月
に
施
行
。
５
年

が
経
過
し
た
た
め
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
た
。

　

施
行
当
時
に
存
在
し
た
小
規

模
の
飲
食
店
が
届
け
出
を
す
る

こ
と
な
ど
で
店
内
を
喫
煙
可
能

に
で
き
る
「
既
存
特
定
飲

食
提
供
施
設
」
の
経
過
措

置
は
継
続
さ
れ
る
が
「
３

年
後
を
目
途
に
措
置
の
継

続
も
含
め
検
討
を
行
う
」

と
さ
れ
た
。
生
衛
団
体
が

主
張
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ

禍
の
３
、
４
年
は
感
染
症

対
策
が
最
優
先
事
項
で
あ

っ
た
」
と
の
主
張
が
考
慮

さ
れ
、
見
直
し
が
先
送
り

さ
れ
た
形
だ
。「
喫
煙
目

的
施
設
」
は
、
た
ば
こ
の
対
面

販
売
な
ど
既
存
の
要
件
と
は
別

に
自
治
体
へ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
る
見
通
し
。

　

な
お
標
識
掲
示
に
つ
い
て
は

周
知
徹
底
を
行
う
と
共
に
「
シ

ン
プ
ル
な
標
識
の
例
」
に
つ
い

て
検
討
す
る
方
針
も
示
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
て
の
労
働

者
に
対
し
、
雇
い
主
が
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賃
金
の
下

限
額
。
中
央
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
都
道
府
県
ご
と
の
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
が
そ
れ
ぞ

れ
改
定
額
を
決
め
る
。

　

国
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
今
年
７
月
に
提
示
し
た
改
定

の
目
安
額
は
55
円
だ
っ
た
が
、

各
地
域
の
審
議
結
果
を
反
映
し

た
全
国
加
重
平
均
は
こ
れ
を
１

円
上
回
る
結
果
と
な
り
、
佐
賀

県
は
目
安
に
９
円
を
上
乗
せ
す

る
65
円
の
引
き
上
げ
を
答
申
し

た
。
地
方
部
を
中
心
に
33
府
県

が
目
安
額
に
対
し
て
１
円
か
ら

９
円
を
上
乗
せ
し
た
一
方
、
東

京
都
や
大
阪
府
な
ど
14
都
道
府

県
は
目
安
と
同
額
の
引
き
上
げ

と
な
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
受
動
喫
煙
防

止
対
策
助
成
金
（
右
上
記
事
）

は
、
労
災
保
険
の
適
用
事
業
主

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
全
国
指
導
セ
ン
タ
ー
は
同

助
成
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
、

従
業
員
を
雇
っ
て
い
な
い
個
人

事
業
主
向
け
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
（
名
称
は
生
衛
業
受
動
喫

煙
防
止
対
策
助
成
金
）。

　

対
象
は
社
交
を
含
む
飲
食
業

者
で
、
労
災
保
険
の
適
用
対
象

外
の
個
人
事
業
主
か
つ
健
康
増

進
法
に
規
定
す
る
既
存
特
定
飲

食
提
供
施
設
の
事
業
主
。
従
業

員
（
パ
ー
ト
、
バ
イ
ト
含
む
）

が
１
人
で
も
い
る
場
合
は
対
象

外
だ
が
、
事
業
主
と
事
業
専
従

者
（
家
族
等
）
で
営
業
す
る
場

合
な
ど
は
対
象
。

　

喫
煙
専
用
室
な
ど
の
設
置
に

対
応
し
て
お
り
、
助
成
内
容
は

厚
生
労
働
省
の
助
成
金
と
ほ
ぼ

同
じ
。
年
度
事
業
の
た
め
、
全

国
指
導
セ
ン
タ
ー
は
「
利
用
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
遅
く
て

も
年
末
か
年
明
け
ま
で
に
各
県

の
指
導
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
全
国
指
導
セ

ン
タ
ー
☎
03
―
５
７
７
７
―
０

３
４
１
か
各
都
道
府
県
の
指
導

セ
ン
タ
ー
へ
。

受動喫煙対策の見直し方針（飲食店関係）

既存特定飲食提供施設の特例措置【経過措置】

➡経過措置を継続（３年後を目途に再検討）

指定たばこ（加熱式たばこ）の取り扱い【経過措置】

➡経過措置を継続（健康への影響の研究継続）

喫煙目的施設の要件等について

➡届出制度新設（省令改正）

　

全
都
道
府
県
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
答
申
し
た
令
和
８
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
改

定
額
を
厚
生
労
働
省
が
９
月
３
日
、
発
表
し
た
。
改
定
額
の
全
国
加
重
平
均
は
時
給
１
１
７

７
円
と
な
り
、
前
年
度
（
令
和
７
年
度
）
の
１
１
２
１
円
か
ら
56
円
（
５
・
０
％
）
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
こ
の
平
均
引
上
額
は
昭
和
53
年
度
に
目
安
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
前
年
度

の
66
円
に
次
ぐ
過
去
２
番
目
の
高
さ
と
な
っ
た
。
各
都
道
府
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月
１
日

以
降
、
順
次
発
効
・
適
用
さ
れ
る
。

メ
ー
ト
ル
以
下
の
飲
食
店
等
。

　

煙
を
屋
外
又
は
外
部
の
場
所

に
排
気
す
る
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
喫
煙
専
用
室

（
喫
煙
の
み
可
）
又
は
指
定
た

ば
こ
専
用
喫
煙
室
（
飲
食
等
も

可
）
の
設
置
及
び
改
修
に
必
要

な
経
費
（
工
費
、
設
備
費
、
備

品
費
、
機
械
装
置
費
等
）
を
助

成
す
る
も
の
で
、
助
成
率
は
３

分
の
２
（
飲
食
店
以
外
は
２
分

の
１
）、
上
限
１
０
０
万
円
。

た
だ
し
単
位
面
積
当
た
り
の
助

成
対
象
経
費
上
限
額
は
原
則
１

平
方
㍍
あ
た
り
60
万
円
。

　

今
年
度
分
の
申
請
は
令
和
９

年
１
月
31
日
ま
で
で
、
各
都
都

道
府
県
の
労
働
局
（
労
働
基
準

部
健
康
課
又
は
健
康
安
全
課
）

に
申
請
書
を
提
出
す
る
。

　

交
付
決
定
後
に
工
事
の
発
注

・
施
工
を
行
い
今
年
度
内
に
工

事
を
完
了
さ
せ
、
指
定
期
日
ま

で
に
事
業
実
績
報
告
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

テ
ナ
ン
ト
で
営
む
事
業
者
は

施
設
管
理
者
の
承
諾
が
得
ら
れ

れ
ば
申
請
で
き
る
。
ま
た
事
業

場
（
店
舗
）
ご
と
の
申
請
が
可

能
だ
が
、
過
去
に
一
度
、
助
成

を
受
け
た
事
業
場
は
申
請
で
き

な
い
。
問
合
先
は
各
県
の
労
働

局
へ
。
助
成
金

の
詳
細
は
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
専

▶
飲
食
店
向
け
助
成
内
容

交　　付　　対　　象 助成率 上限額

喫煙専用室の設置・改修
（既存特定飲食提供施設）

２／３ 100万円
指定たばこ専用喫煙室の設置・
改修（既存特定飲食提供施設）

10
月
１
日
付
け

改
善
貸
付
の 

金
利
３
・
05
％

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
10
月

１
日
付
け
で
生
活
衛
生
資
金
貸

付
の
金
利
改
定
を
行
っ
た
。
生

活
衛
生
改
善
貸
付
（
略
称
＝
衛

経
）
の
金
利
（
年
利
）
は
３
・

05
％
で
９
月
１
日
付
け
の
金
利

（
２
・
90
％
）
か
ら
上
昇
し

た
。
衛
経
は
従
業
員
５
人
以
下

の
小
規
模
組
合
員
向
け
無
担
保

・
無
保
証
人
貸
付
制
度
。

平均引上額56円は過去２番目の高さ
最低賃金は全国平均で1,177円最低賃金は全国平均で1,177円令

和
８
年
度

10
月
か
ら
順
次
、発
効
７
府
県
は
11
月
、

３
県
は
12
月
か
ら

受動喫煙防止対策助成金受動喫煙防止対策助成金

喫
煙
室
の
設
置
等
で
助
成

客
席
100
平
米
以
下　
既
存
特
定
飲
食
提
供
施
設
に

国
の
受
動
喫
煙
対
策
専
門
委
員
会
が
方
針

喫
煙
目
的
施　
　
設
は
届
出
制
へ

加
熱
式

た
ば
こ
、小
規
模
店
向
け
措
置
は
継
続

食品の消費税

来
春
か
ら
２
年
間
１
％
に

税
率
差
拡
大　

外
食
の
顧
客
離
れ
懸
念

生
衛
業
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金

生
衛
業
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金

従
業
員
い
な
い
個
人
事
業
主
向
け

指
導
セ
ン
タ
ー
が
申
請
受
付
中

用
ペ
ー
ジ
を
参
照
（
左
上
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）。

広めよう飲食費の拡大広めよう飲食費の拡大
お客様への周知にご協力を�
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